
物
価
高
騰
を
上
回
る
年
金

の
引
き
上
げ
を
！
年
金
は
働

く
者
の
将
来
賃
金
だ
！
大
幅

賃
上
げ
で
年
金
も
引
き
上
げ

よ
う
！
と
、
10
月
18
日
土
曜

日
午
後
２
時
か
ら
、
大
阪
ド
ー

ン
セ
ン
タ
ー
７
階
ホ
ー
ル
で
、

「
２
０
２
５
秋
の
年
金
一
揆
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
約
３

０
０
人
の
参
加
者
で
、
会
場

は
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

伊
藤
副
委
員
長
の
司
会
で
開

始
さ
れ
、
織
部
委
員
長
の
主

催
者
挨
拶
、
福
岡
大
阪
労
連

議
長
の
連
帯
の
挨
拶
が
続
き

ま
し
た
。

経
済
学
者
の
石
川
康
宏
さ

ん
が
、
「
新
し
い
国
会
の
も

と
で
、
分
断
を
乗
り
越
え
て

運
動
を
進
め
よ
う
」
の
テ
ー

マ
で
講
演
を
し
、
「
日
本
人

フ
ァ
ー
ス
ト
で
は
な
く
、
み

ん
な
フ
ァ
ー
ス
ト
の
社
会
に

向
け
、
若
者
と
と
も
に
考
え

る
姿
勢
を
徹
底
し
よ
う
」
と
、

多
く
の
デ
ー
タ
を
駆
使
し
て

力
強
く
激
励
し
、
私
た
ち
は

勇
気
を
頂
き
ま
し
た
。

勝
井
副
委
員
長
の
閉
会
挨

拶
の
後
、
南
天
満
公
園
ま
で

約
30
分
間
の
パ
レ
ー
ド
を
行

い
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
元

気
よ
く
声
を
出
し
て
、
整
然

と
行
進
し
ま
し
た
。

全日本年金者組合 大阪府本部

〒530-0041

大阪市北区天神橋1-13-15

TEL06[6354]7207

FAX06[6354]7746

Eメール info@o-nenkin.com
ＨＰは「大阪年金者組合」と検索

【
ス
ロ
ー
ガ
ン
】

楽
し
み
７
分
、
活
動
３
分

を
い
つ
も
心
に
、
仲
間
の

輪
を
広
げ
よ
う

（１） ２０２５年１１月１５日(土曜日) 年金者しんぶん大阪 第４３１号

今
年
の
８
月
15
日

は
終
戦
80
周
年
。

日
米
軍
事
同
盟
は

国
家
的
対
米
従
属

で
す
。
10
月
４
日
に
選
ば

れ
た
自
民
党
高
市
総
裁
は
、

か
ね
が
ね
安
倍
元
総
裁
と

政
策
理
念
が
類
似
し
て
い

ま
し
た
。
21
日
の
臨
時
国

会
で
高
市
総
裁
が
、
連
立

離
脱
し
た
公
明
党
に
変
わ
っ

て
日
本
維
新
の
会
と
の
連

立
に
よ
る
首
相
に
選
出
さ

れ
ま
し
た
。
改
憲
・
排
外

主
義
・
対
米
従
属
の
強
化

が
心
配
で
す
。
こ
の
間
も

50
年
守
っ
て
き
た
「
非
核

証
明
書
」
な
し
の
米
艦
の

神
戸
港
入
港
、
岩
国
基
地

で
通
告
違
反
の
空
母
艦
載

機
の
陸
上
離
着
陸
訓
練
、

２
６
年
度
予
算
概
算
要
求

の
米
製
武
器
購
入
８
９
２

７
億
円
・
「
後
年
度
負
担
」

の
軍
事
ロ
ー
ン
16
兆
円
な

ど
に
続
い
て
、
少
数
野
党

を
締
め
出
す
国
会
議
員
比

例
代
表
の
１
割
以
上
の
削

減
、
ス
パ
イ
防
止
法
制
定
、

反
撃
能
力
を
持
つ
長
射
程

ミ
サ
イ
ル
整
備
、
武
器
輸

出
の
拡
大
な
ど
の
危
険
を

は
ら
ん
で
い
ま
す
。

（
Ｋ
・
Ⅰ
）

試金石

年
金
上
げ
ろ
！
と

年
金
一
揆

ロ
シ
ア
は
侵
略
戦
争
を
や
め
よ

イ
ス
ラ
エ
ル
は
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を
や
め
よ

国
は
物
価
を
超
え
る
年
金
に
引
き
上
げ
よ

大
阪
府
・
大
阪
市
は
カ
ジ
ノ
を
や
め
ろ

上：南天満公園パレード
中：左から織部巖府委
員長・石川康宏先生・
福岡泰治大阪労連議長・
伊藤一正府副委員長・
勝井正府副委員長
下：ドーンセンターの
会場の組合員の皆さん
と現役労働者の皆さん

２
０
２
５
年
秋
の
仲
間
づ
く
り
月
間

あ
ら
ゆ
る
繋
が
り
で
何
と
し
て
も
２
０
０
人
の
仲
間
を
迎
え
よ
う



泣
き
出
し
そ
う
な
曇
天
の

中
こ
の
度
初
め
て
年
金
者
組

合
は
後
援
と
し
て
の
大
阪
労

連
と
「
秋
の
年
金
一
揆
」
を

行
い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

挨
拶
後
、
石
川
康
宏
氏
の
講

演
が
始
ま
り
じ
っ
と
耳
を
傾

け
る
人
、
聴
き
逃
す
ま
い
と

メ
モ
を
と
る
人
な
ど
。
講
演

終
了
後
、
万
雷
の
拍
手
が
湧

き
起
こ
り
ま
し
た
。

●

石
川
先
生
の
お
話
は
い

つ
も
分
か
り
易
く
お
も
し
ろ

い
で
す
。
自
民
と
公
明
が
離

れ
た
の
は
良
か
っ
た
の
で
す

が
そ
の
あ
と
が
維
新
だ
と
大

阪
人
か
ら
し
た
ら
な
ん
の
こ
っ

ち
ゃ
で
す
。
こ
れ
か
ら
ど
う

す
る
と
い
う
こ
と
で
は
、
元

祖
オ
レ
ン
ジ
の
年
金
者
組
合

が
参
政
党
と
間
違
え
た
若
者

の
眼
に
留
ま
れ
ば
と
。

●

日
本
人
フ
ァ
ー
ス
ト
で

な
く
み
ん
な
フ
ァ
ー
ス
ト
。

く
ら
し
フ
ァ
ー
ス
ト
。
な
る

ほ
ど
と
思
い
ま
し
た
。
若
者

と
肩
を
並
べ
軍
事
費
増
や
す

な
。
消
費
税
下
げ
ろ
。
と
声

を
あ
げ
て
行
き
た
い
で
す
。

●

「
年
金
一
揆
」
に
初
め

て
参
加
し
ま
し
た
。
国
民
の

だ
れ
も
が
最
近
の
物
価
高
を

ヒ
シ
ヒ
シ
と
身
に
感
じ
て
い

る
の
に
集
ま
り
が
少
な
い
の

で
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。

石
川
先
生
の
講
演
は
、
政

界
の
現
状
分
析
で
分
か
り
易

く
我
々
も
頑
張
ら
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

●

今
日
は
何
年
か
振
り
に

参
加
し
ま
し
た
。
石
川
先
生

の
講
演
で
は
、
今
回
の
参
院

選
で
若
者
世
代
が
参
政
党
を

支
持
し
た
な
ど
大
ま
か
に
知
っ

て
い
る
つ
も
り
で
し
た
が
こ

の
講
演
を
聞
い
て
良
か
っ
た
。

デ
ン
マ
ー
ク
で
は
、
医
療
、

学
費
、
介
護
が
無
料
で
受
け

ら
れ
る
と
知
り
ま
し
た
。

●

「
み
ん
な
フ
ァ
ー
ス
ト
、

く
ら
し
フ
ァ
ー
ス
ト
」
い
い

言
葉
で
す
。
若
者
も
高
齢
者

も
国
民
全
て
が
繋
が
り
、
こ

れ
か
ら
の
日
本
を
良
く
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。
こ
う
い
っ

た
話
を
全
国
民
が
聞
い
て
ほ

し
い
で
す
ね
。

●

石
川
先
生
の
話
は
と
て

も
良
か
っ
た
で
す
。
年
金
者

組
合
の
皆
さ
ん
の
パ
ワ
ー
を

オ
レ
ン
ジ
に
染
ま
っ
た
会
場

を
見
て
感
じ
ま
し
た
。
若
者
・

中
高
年
・
高
齢
者
み
ん
な
フ
ァ
ー

ス
ト
の
政
治
と
社
会
を
作
り

ま
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
に

「
対
話
」
し
ま
し
ょ
う
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
苦
手
な
の
で
。

●

今
日
の｢

年
金
一
揆
」

に
は
、
12
人
で
参
加
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
ん
な

に
た
く
さ
ん
の
人
数
で
参
加

出
来
た
の
は
初
め
て
で
す
。

「
力
」
が
出
ま
し
た
。
デ
ン

マ
ー
ク
の
話
し
を
聞
き
１
人

１
人
が
政
治
に
意
識
を
し
っ

か
り
持
つ
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
ま
し
た
。
ボ
ー
ッ
と
生

き
て
ち
ゃ
だ
め
で
す
ね
。

２０２５年１１月１５日(土曜日) 年金者しんぶん大阪 第４３１号 (２)

・
フ
ラ
ン
ス
で
は
年
金
支

給
開
始
年
齢
を
62
歳
か
ら
64

歳
に
引
き
上
げ
る
計
画
が
凍

結
さ
れ
た
と
聞
き
ま

し
た
が
、
日
本
で
は

年
齢
の
引
き
上
げ
は

検
討
さ
れ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

・
２
０
２
２
年
か

ら
繰
り
下
げ
支
給
が

70
歳
か
ら
75
歳
に
延

長
さ
れ
、
75
歳
か
ら

受
給
す
れ
ば
年
金
額

が
84
％
増
額
に
な
り

ま
す
。
支
給
開
始
年

齢
引
き
上
げ
の
布
石

の
よ
う
な
改
革
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
経
団

連
の
代
表
が
「
高
齢

者
の
定
義
を
70
歳
に

し
た
ら
ど
う
か
」
と

提
案
し
て
い
ま
す
。
「
70
歳

ま
で
働
け
、
年
金
は
70
歳
か

ら
」
を
求
め
て
い
る
よ
う
に

思
え
ま
す
。
し
か
し
、
Ｉ
Ｌ

Ｏ
１
０
２
号
条
約
で
は
「
老

齢
給
付
年
齢
は
65
歳
よ
り
高

い
年
齢
と
す
る
」
と
さ
れ
て

お
り
、
支
給
開
始
年
齢
の
国

際
基
準
は
65
歳
で
す
。

あ
る
銀
行
の
「
年
金
は
何

歳
か
ら
受
給
し
た
い
か
」
の

ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
「
65
歳
か

ら
」
43
％
、
「
66
～
70
歳
」

20
.
５
％
、
「
71
～
75
歳
」

７
.
３
％
と
多
数
は

65
歳
を
望
ん
で
い
ま

す
。
フ
ラ
ン
ス
で
は

年
金
改
革
に
反
対
す

る
国
民
的
な
闘
い
が
、

全
国
的
な
ス
ト
ラ
イ

キ
や
１
回
に
２
０
０

万
人
を
超
え
る
抗
議

行
動
が
10
数
回
行
わ

れ
、
２
０
２
３
年
に

成
立
し
た
支
給
開
始

年
齢
引
き
上
げ
と
保

険
料
納
付
期
間
延
長

は
２
０
２
８
年
１
月

ま
で
凍
結
さ
れ
ま
し

た
。
支
給
開
始
年
齢

は
老
後
の
生
活
設
計

に
と
っ
て
大
切
な
課

題
で
す
。

若
者
・
現
役
の
皆
さ
ん
と

手
を
携
え
て
、
年
金
改
悪
反

対
・
み
ん
な
が
安
心
の
年
金

制
度
確
立
に
向
け
て
運
動
を

強
め
ま
し
ょ
う
。

府
本
部
年
金
相
談
室



周
囲
の
音
を
大
き
く
す
る

た
め
の
機
器
に
は
、
集
音
器

と
補
聴
器
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
違
い
を
知
ら
ず
に
購
入
し

て
、
使
う
と
耳
を
痛
め
る
危

険
も
あ
る
の
で
、
今
回
は
集

音
器
と
補
聴
器
の
違
い
を
説

明
し
ま
す
。

補
聴
器
と
集
音
器
は
ど
こ
が

違
う
の
か
？

補
聴
器
は
文
字
通
り
「
聴

こ
え
を
補
う
機
器
」
で
す
。

聴
こ
え
の
状
態
に
合
わ
せ
て

音
の
大
き
さ
を
調
節
で
き
ま

す
。
集
音
器
は
「
音
を
集
め

る
機
器
」
で
す
。
集
音
器
は

補
聴
器
に
比
べ
る
と
安
価
で

す
が
、
聴
こ
え
の
状
態
に
合

わ
せ
て
音
の
大
き
さ
を
調
節

す
る
機
能
は
通
常
装
備
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
ボ
リ
ュ
ー
ム

を
上
げ
る
と
、
全
て
の
音
が

一
律
に
大
き
く
な
り
、
耳
を

痛
め
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

補
聴
器
は
、
突
然
の
大
き
な

音
を
遮
断
す
る
機
能
が
備
わ
っ

て
い
ま
す
。
難
聴
の
耳
が
更

に
悪
く
な
ら
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
で
す
。

補
聴
器
は
集
音
器
に
比
べ

れ
ば
値
段
が
た
か
い
補
聴
器

は
聴
こ
え
の
状
態
に
合
わ
せ

て
、
音
の
大
き
さ
を
細
か
く

調
整
で
き
ま
す
。
耳
に
挿
入

す
る
よ
う
な
小
さ
な
補
聴
器

は
、
片
耳
で
も
20
～
30
万
円

し
ま
す
。
両
方
の
耳
に
補
聴

器
を
し
な
い
と
、
音
の
方
向

性
が
把
握
し
に
く
い
の
で
耳

鼻
科
の
お
医
者
さ
ん
や
、
補

聴
器
専
門
店
で
は
両
耳
装
用

を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

補
聴
器
は
一
度
購
入
し
た

ら
一
生
使
え
る
も
の
で
は
な

く
、
メ
ー
カ
ー
が
修
理
可
能

な
期
間
は
通
常
５
年
で
す
。

清
水
の
舞
台
か
ら
飛
び
降
り

る
気
持
ち
で
両
耳
60
万
円
も

出
し
て
購
入
し
て
も
、
５
年

た
て
ば
補
聴
器
が
故
障
す
る

可
能
性
は
あ
り
ま
す
。
最
初

の
補
聴
器
は
安
価
な
ボ
ッ
ク

ス
型
の
７
～
８
万
円
タ
イ
プ

か
ら
始
め
る
方
法
も
あ
り
ま

す
。
し
か
し
自
分
に
一
番
適

し
た
補
聴
器
を
選
択
す
る
に

は
、
医
師
や
認
定
補
聴
器
技

術
者
と
よ
く
相
談
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

言
語
聴
覚
士

高
瀬

敏
幸

今
回
の
秋
の
仲
間
増
や
し

月
間
で
は
、
各
支
部
の
奮
闘

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
府
本

部
で
は
目
標
の
２
０
０
人
の

仲
間
を
迎
え
入
れ
る
た
め
に

「
ブ
ロ
ッ
ク
別
組
織
集
会
」

を
10
月
14
日
に
開
催
し
、
１

０
４
人
が
参
加
し
（
堺
ブ
ロ
ッ

ク
は
10
月
30
日
開
催
）
積
極

的
な
論
議
を
行
い
ま
し
た
。

各
支
部
か
ら
は
様
々
な
奮

闘
の
経
験
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

「
現
在
60
歳
代
の
加
入
が
進

ん
で
い
る
。
７
月
１
人
、
８

月
転
居
で
１
人
、
９
月
２
人
、

10
月
１
人
」
（
和
泉
）
、

「
昨
年
17
人
の
仲
間
増
や
し

で
久
し
ぶ
り
に
増
加
に
転
じ

た
。
サ
ー
ク
ル
や
組
合
員
が

ま
と
ま
っ
て
行
動
す
る
地
域

が
増
え
て
い
る
。
組
合
の
若

返
り
を
模
索
し
て
い
る
」

（
西
淀
川
）
、
「
３
か
所
の

府
営
住
宅
に
事
前
に
チ
ラ
シ

を
配
布
。
そ
の
後
訪
問
し
署

名
や
対
話
で
１
人
が
加
入
」

（
河
内
長
野
）
、
「
お
花
見

交
流
会
に
27
人
が
参
加
し
て

３
人
が
加
入
し
た
」
（
此
花
）
、

「
仲
間
増
や
し
へ
つ
な
げ
る

た
め
に
も
組
合
員
の
生
活
な

ど
実
態
調
査
を
進
め
て
い
る
」

（
高
石
）
、
「
コ
ロ
ナ
禍
の

時
も
月
１
回
の
役
員
会
は
休

ま
ず
に
開
催
し
て
き
た
こ
と

が
今
に
つ
な
が
っ
て
い
る
」

（
池
田
）
な
ど
活
発
に
出
さ

れ
ま
し
た
。

府
本
部
へ
も
「
女
性
の
低

年
金
問
題
を
ビ
ラ
に
し
て
女

性
向
け
の
宣
伝
を
強
め
た
ら

ど
う
か
」
「
中
央
本
部
が
提

起
し
て
い
る
『
楽
し
み
活
動

交
流
集
会
』
を
府
本
部
で
も

具
体
化
し
よ
う
」
な
ど
の
提

案
が
あ
り
ま
し
た
。

是
非
と
も
増
勢
へ
と
転
じ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。組

織
部

（３）２０２５年１１月１５日（土曜日） 年金者しんぶん大阪 第４３１号

言
語
聴
覚
士
の

難
聴
と
補
聴
器

❷

基
礎
知
識

◆
12
月
27
日
（
土
）

わ
ら
び
座

公
演
名

イ
ー
ハ
ト
ー
プ

シ
ア
タ
ー
「
真
昼
の
星
め

ぐ
り
」

会
場

サ
ン
ケ
イ
ホ
ー
ル

ブ
リ
ー
ゼ

◆
26
年
１
月
８
日
（
木
）

前
進
座
創
立
95
周
年
記
念

公
演
名

「
出
雲
の
阿
国
」

場
所

京
都
駅
京
都
劇
場

◆
２
月

昼
神
温
泉
と
妻
籠
・
馬
籠

の
旅
１
泊
２
日
貸
切
バ
ス

昼
神
温
泉
・
日
本
一
の
星

空
（
天
空
の
楽
園
ナ
イ
ト

ツ
ア
ー
）
と
美
肌
温
泉
の

あ
る
村
で
す

満
豪
開
拓
平
和
記
念
館
見

学
（
ガ
イ
ド
付
き
）

◆
３
月
末
～
４
月
初

桜
を
観
る
会

桜
の
宮
大
川
沿
い
に
て

◆
４
月
～
５
月

第
11
回
府
本
部
卓
球
大
会

◆
５
月

戦
跡
ハ
イ
ク

場
所
未
定

こ
れ
か
ら
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

◎
行
事
の
詳
細
は
そ
の
都
度
当
紙
で
案
内
し
ま
す
。
（
石
野
）昨年の卓球大会 昨年の桜を観る会 昼神温泉郷

バスツアー行きました（須磨）富田林支部



■

年
金
支
給
開
始
年
齢
を
引

き
上
げ
る
年
金
制
度
の
「
改
革
」

法
案
が
、
２
０
２
３
年
１
月
初

め
に
発
表
さ
れ
、
Ｃ
Ｇ
Ｔ
（
労

組
名
）
を
は
じ
め
主
要
８
労
組

の
呼
び
か
け
で
国
民
的
な
闘
い

が
展
開
さ
れ
た
。
そ
の
教
訓
を

学
び
日
本
の
運
動
に
役
立
て
る
。

■

年
金
者
組
合
の
闘
い
や
優

れ
た
点
を
学
び
、
日
本
の
運
動

に
活
か
す
。

（
１
）
日
本
で
は
現
役
労
働
者

も
年
金
者
組
合
に
入
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
が
、
年
金
受
給

者
以
外
に
も
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。

●

Ｃ
Ｇ
Ｔ
傘
下
に
は
フ
ラ
ン

ス
全
土
に
、
業
種
別
、
都
道
府

県
別
な
ど
、
多
数
の
団
体
、
組

合
が
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。
高

校
、
大
学
に
も
団
体
、
組
合
が

あ
る
し
、
労
働
者
に
は
若
い
世

代
が
い
ま
す
。
将
来
の
賃
金
、

年
金
等
の
説
明
に
関
し
て
、
そ

の
各
組
織
内
で
若
者
と
の
交
流
、

対
話
が
あ
り
、
年
金
者
組
合
も

若
者
と
協
力
し
て
い
ま
す
。
目

下
、
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
に
関
し

て
、
世
代
を
超
え
て
交
流
、
運

動
が
フ
ラ
ン
ス
全
土
で
展
開
さ

れ
て
い
ま
す
。

●

Ｃ
Ｇ
Ｔ
加
入
の
現
役
労
働

者
が
リ
タ
イ
ア
し
た
ら
、
Ｃ
Ｇ

Ｔ
の
年
金
者
組
合
に
入
り
ま
す
。

「
組
合
員
の
継
続
性
」
が
あ
り

ま
す
。

（
２
）
男
性
と
女
性
の
組
合
員

比
率
、
役
員
に
占
め
る
女
性
の

比
率
は
ど
う
で
す
か
。

●

男
女
の
構
成
割
合
で
す
ね
。

中
央
委
員
は
半
々
で
す
。
構
成

員
は
、
女
性
30
％
、
男
性
70
％

で
す
。

（
３
）
み
な
さ
ん
の
年
金
者
組

合
が
現
在
重
視
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
課
題
と
運
動
方
針
に
つ

い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

●

日
々
の
闘
い
は
、
退
職
者

の
医
療
、
交
通
、
公
共
サ
ー
ビ

ス
、
そ
し
て
何
よ
り
も
年
金
の

増
額
と
い
っ
た
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
全
国
的
な
取
り
組
み
か
ら
生

ま
れ
て
い
ま
す
。

Ｃ
Ｇ
Ｔ
は
こ
れ
ら
の
要
求
を

集
め
、
彼
ら
が
住
む
地
域
社
会

で
実
現
可
能
全
国
的
な
要
求
リ

ス
ト
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

（
４
）
み
な
さ
ん
の
年
金
者
組

合
の
組
織
拡
大
方
針
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

●

私
た
ち
の
年
金
者
組
合
の

組
織
は
、
フ
ラ
ン
ス
全
土
で
９

０
０
０
支
部
、
９
万
人
の
組
合

員
で
す
。
会
員
数
を
以
前
の
10

万
人
に
増
や
す
の
が
目
標
。

（
フ
ラ
ン
ス
の
人
口
は
６
８
２

９
万
人
・
２
０
２
３
年
）

年
金
者
組
合
の
２
つ
の
大
き

な
運
動
は
、
社
会
保
障
制
度
の

改
善
と
組
合
の
強
化
で
す
。
男

女
同
一
賃
金
の
検
討
、
不
安
定

な
契
約
の
撤
廃
（
特
に
女
性
の

進
出
が
進
ん
だ
職
業
に
お
い
て
）
、

そ
し
て
退
職
者
が
困
難
に
陥
ら

な
い
た
め
の
そ
の
他
の
措
置
を

求
め
る
こ
と
で
、
現
役
世
代
と

の
連
携
を
図
っ
て
い
ま
す
。

年
金
者
組
合
存
続
の
た
め
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
加
え
、
退
職

者
を
対
象
と
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
も
開
始
し
ま
す
。
多
く
の
退

職
者
は
年
金
者
組
合
と
の
接
点

が
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
と
考
え

ま
す
。
退
職
者
層
に
は
真
の
潜

在
力
が
あ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

年
金
者
組
合
の
組
合
費
は
、

賃
金
・
年
金
額
の
１
％
で
す
。

こ
れ
は
総
会
で
の
決
定
に
よ
り

ま
す
。
支
部
ご
と
に
集
金
し
ま

す
。
原
則
的
に
月
払
い
。
年
金

者
組
合
で
は
、
３
カ
月
に
１
回
、

年
会
費
の
形
も
と
っ
て
い
ま
す
。

（
つ
づ
く
）

府
本
部
委
員
長

織

部

巖

２
０
２
５
秋
の
年
金
一
揆
に

ご
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
大
き
な
会
場
を
い
っ
ぱ

い
に
し
て
と
は
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
３
０
０
人
近
い
組
合

員
と
大
阪
労
連
傘
下
の
組
合
か

ら
現
役
労
働
者
の
参
加
も
あ
り

「
若
者
も
高
齢
者
も
安
心
の
年

金
」
実
現
の
決
意
を
固
め
る
ス

タ
ー
ト
集
会
と
な
り
ま
し
た
。

「
年
金
者
一
揆
」
か
ら
「
年

金
一
揆
」
と
名
前
を
変
え
た
の

は
、
「
年
金
」
は
高
齢
者
だ
け

の
問
題
で
は
な
く
「
年
金
は
働

く
者
の
将
来
賃
金
だ
！
」
と
い

う
こ
と
で
、
年
金
者
も
労
働
者

も
力
を
合
わ
せ
て
物
価
を
上
回

る
「
賃
上
げ
と
年
金
の
引
き
上

げ
」
を
共
に
た
た
か
う
連
帯
の

表
明
で
し
た
。
そ
し
て
高
齢
者

の
く
ら
し
を
お
び
や
か
す
社
会

保
障
改
悪
に
つ
い
て
以
下
述
べ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

物
価
高
騰
が
家
計
を
直
撃
し

て
い
ま
す
。
今
月
か
ら
食
料
品

を
中
心
に
３
０
２
４
品
目

も
値
上
げ
さ
れ
ま
し
た
。
電
気

代
・
ガ
ス
代
・
水
道
料
金
も
値

上
げ
さ
れ
ま
す
。
低
年
金
の
独

り
暮
ら
し
の
女
性
の
７
割
が
生

活
困
窮
状
態
に
あ
る
と
言
わ
れ

ま
す
。
街
頭
署
名
で
対
話
す
る

と
、
「
年
金
が
少
な
い
の
で
パ
ー

ト
で
働
い
て
い
る
」
（
80
代
と

思
わ
れ
る
女
性
）
「
年
金
は
1

カ
月
で
無
く
な
る
の
で
貯
金
を

取
り
崩
し
て
い
る
．
貯
金
が
底

を
つ
い
た
ら
私
も
終
わ
り
」

（
70
代
女
性
）
な
ど
窮
状
を
訴

え
ら
れ
ま
す
。

年
金
引
き
下
げ
の
ル
ー
ル

「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
」
。

２
０
０
４
年
１
０
０
年
安
心
の

年
金
と
言
っ
て
制
定
さ
れ
た
制

度
で
す
。
こ
の
12
年
間
で
マ
ク

ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
の
発
動
で
実

質
８
・
６
％
の
年
金
が
減
ら
さ

れ
ま
し
た
。
（
30
兆
円
削
減
）

1
か
月
分
の
年
金
が
な
く
な
っ

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
マ
ク
ロ

経
済
ス
ラ
イ
ド
廃
止
は
も
う
待
っ

た
な
し
で
す
。

み
な
さ
ん
今
、
年
金
積
立
金

が
３
０
４
兆
円
あ
る
こ
と
を
ご

存
じ
で
す
ね
。
こ
の
積
立
金
が
、

国
内
・
海
外
の
株
式
や
債
券
の

投
資
に
２
８
０
兆
円
も
使
わ
れ

て
い
ま
す
。
利
子
・
配
当
だ
け

で
も
毎
年
４
兆
円
を
超
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
活
用
す
れ
ば
物

価
を
上
回
る
年
金
引
き
上
げ
が

実
現
で
き
る
こ
と
は
明
瞭
で
す
。

若
者
も
高
齢
者
も
安
心
の
年
金

制
度
に
す
る
に
は
、
最
低
保
障

年
金
制
度
の
早
期
設
立
が
緊
急

の
課
題
で
す
。
先
進
国
で
最
低

保
障
年
金
制
度
が
無
い
の
は
こ

の
日
本
だ
け
で
す
。
国
連
の
社

会
権
規
約
委
員
会
か
ら
度
々
勧

告
さ
れ
て
い
る
の
に
、
日
本
政

府
は
こ
れ
を
無
視
し
て
い
ま
す
。

ま
た
２
カ
月
に
１
度
の
支
給
も

日
本
だ
け
で
す
。
こ
の
国
が
世

界
の
常
識
か
ら
い
か
に
遅
れ
て

い
る
か
、
年
金
者
組
合
は
国
民

の
声
を
署
名
に
託
し
て
国
会
へ

直
訴
し
ま
す
。
昨
年
は
全
国
で

10
万
の
署
名
を
提
出
し
ま
し
た

が
、
今
年
は
30
万
筆
を
目
標
に

取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
し
て
い

ま
す
。
お
集
り
の
皆
さ
ん
、
１

組
合
員
３
筆
の
署
名
を
全
組
合

に
呼
び
か
け
、
他
団
体
や
街
頭

で
も
訴
え
て
30
万
筆
、
集
め
切

ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

年
金
が
減
る
中
で
さ
ら
に
手

取
り
が
減
る
の
が
社
会
保
険
料

で
す
。
保
険
料
は
上
が
り
放
題
、

制
度
は
改
悪
が
急
ピ
ッ
チ
で
進

ん
で
い
ま
す
。
今
年
の
6
月
11

日
自
民
・
公
明
・
維
新
の
３
党

合
意
で
骨
太
の
方
針
で
打
ち
出

さ
れ
た
の
が
4
兆
円
の
医
療
費

削
減
で
す
。
全
国
の
病
院
か
ら

11
万
床
の
ベ
ッ
ド
を
廃
止
し
て

1
兆
円
削
減
す
る
。
高
額
医
療

費
の
見
直
し
で
約
5
千
億
円
。

高
齢
者
の
負
担
増
は
計
り
知
れ

ま
せ
ん
。
ま
る
で
高
齢
者
は
早

く
死
ね
と
言
わ
ん
ば
か
り
で
す
。

み
な
さ
ん
、
今
国
会
は
国
民

の
窮
状
を
よ
そ
に
、
椅
子
取
り

ゲ
ー
ム
や
権
力
闘
争
に
明
け
暮

れ
て
い
ま
す
。
物
価
高
騰
対
策

と
し
て
、
一
番
国
民
に
公
平
な

手
段
は
消
費
税
５
％
へ
の
引
き

下
げ
で
す
。
野
党
は
結
束
し
て

臨
時
国
会
を
開
き
消
費
税
減
税

に
全
力
を
あ
げ
て
欲
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

私
た
ち
も
一
人
ひ
と
り
は
微

力
で
も
団
結
し
た
ら
大
き
な
力

を
発
揮
で
き
ま
す
。
そ
し
て
要

求
実
現
に
は
組
織
拡
大
が
力
で

す
。
共
に
力
を
合
わ
せ
て
頑
張

る
決
意
を
申
し
上
げ
て
主
催
者

の
挨
拶
と
し
ま
す
。

（
了
）

(５） ２０２５年１１月１５日(土曜日） 年金者しんぶん大阪 第４３１号 (４）

マンガ：堺北支部 金森丸人さん

日本政府は、1967年８月24
日「同一価値の労働についての
男女労働者に対する同一報酬に
関する条約（100号）」を批准
しました。

日本の公的年金制度は、夫が
家計の中心として働き、妻が主

婦として家事・育児・介護など
の無償労働を担い、20歳から60
歳まで年金保険料を納入すると
いう家庭を「標準モデル」とし
て制度設計されており、女性の
年金額が低額となっている理由
の一つとなっています。

特に問題になるのが、出産・
育児による就業期間の中断が女

性のキャリア形成、ひいては年
金受給額に及ぼす影響です。日
本では、ほとんどの場合、女性
は出産・育児のために就労を中

断され、就業中断や短時間労働
などで対応した代償は、低賃金
や低年金の形で専ら女性が負っ
ています。
日本における男女間の年金の

格差はILO100号条約に違反しま
す。雇用の分野での男女間差別
をなくし、生活保護基準に満た
ない女性の低年金を改善するよ
う勧告を行うこと、日本に最低

保障年金制度の導入と、年金制
度に存続する事実上の男女不平

等を改善する勧告を求めます。
❶ 日本における男女間の年金
の格差を是正するよう勧告を行
うこと
❷ 男女の賃金格差が女性の低
年金の要因の一つとなっている。
日本における雇用の分野での男

女差別をなくし、生活保護基準
以下となっている女性の低年金

を改善するよう勧告をおこなう
こと
❸ 日本に最低保障年金制度の
導入と、年金制度に存続する事

実上の男女不平等を改善するよ
う勧告を行うこと
❹ ジェンダー不平等により、
過去から続いている不利益を緩
和・解消し、真実の平等を達成

するために、女性の年金格差に
対する暫定的な特別措置を講じ
るよう勧告を行うこと
❺ 以上の事態改善のために、
関係団体（年金者組合）と、意

義ある、そして、実効性のある
協議・交渉を実施すること

女性の低年金の是正を 年金者組合が国連・ILO要請行動
◎年金者組合は昨年８月22日、ILO

条約勧告適用専門家委員会に対して、

1００号条約（2026年が審査対象）

に関する申し立てを行いました。20

25年６月22日～28日の間、年金者組

合は、国連・ILOジュネーブ第５次要

請行動と、フランス年金者組合との

交流を行いました。

（次回１０２号条約を掲載します）

フランスの年金者組合の皆さんと

全
日
本
年
金
者
組
合
訪
問
団

６
月
26
日

パ
リ

交
流
・
会
談
の
目
的

質

問

フ
ラ
ン
ス
の
年
金
者
組
合
と

会
談
・
交
流
を
終
え
て

秋
の
年
金
一
揆
委
員
長
の
あ
い
さ
つ

会場で講演に聞き入る参加者の皆さん

明るく元気にパレードする皆さん

総指揮の中島信明府本部書記長を先頭に

演壇で挨拶する織部巖府本部委員長

年
金
一
揆
へ
の
ご
参
加
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

高
齢
者
を
脅
か
す
社
会
保
障

改
悪
に
つ
い
て

年
金
積
立
金
が
株
式
債
権
の

投
資
に
使
わ
れ
て
い
ま
す

私
た
ち
は

一
人
ひ
と
り
は
微

力
で
も
団
結
し
た
ら
大
き
な
力

を
発
揮
で
き
ま
す



秋
雨
の
季
節
。
10
月
15
日

は
90
％
雨
の
予
想
で
し
た
が

小
雨
が
降
る
こ
と
も
な
く
第

31
回
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
の

集
い
in
大
阪
を
吹
田
文
化
会

館
メ
イ
シ
ア
タ
ー
に
て
午
後

１
時
よ
り
開
催
し
ま
し
た
。

午
前
中
の
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル

ツ
ア
ー
は
、
ア
ク
ア
ラ
イ
ナ
ー

で
１
時
間
弱
の
周
遊
を
楽
し

ん
で
そ
の
後
は
集
い
に
参
加

す
る
方
も
直
帰
の
方
も
。

集
い
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は

沖
縄
三
線
の
牧
志
徳
さ
ん
・

記
念
講
演
は
、
中
田
進
さ
ん
・

府
県
交
流
・
国
鉄
合
唱
団

「
号
笛
」
の
歌
と
４
部
構
成

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
参
加

者
は
２
１
０
人
で
回
収
し
た

「
集
い
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は

70
枚
で
し
た
。

●

記
念
講
演
は
と
て
も
面

白
く
笑
い
な
が
ら
聞
か
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
ま
す
ま
す
戦

争
す
る
国
に
突
き
進
ん
で
い

る
実
態
が
解
り
易
く
、
何
と

か
し
な
く
て
は
と
思
い
ま
し

た
。

●

素
晴
ら
し
い
会
場
で
し

た
。
講
演
は
、
優
し
さ
、
ユ
ー

モ
ア
あ
ふ
れ
る
も
の
で
大
変

良
か
っ
た
で
す
。
「
号
笛
」

の
歌
声
は
歌
の
内
容
も
歌
声

も
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。

●

中

田
先
生

の
パ
ワ
ー

は
す
ご

い
。
ス

ピ
ー
ド

早
す
ぎ
。

皆
で
歌
っ

た
の
が

良
か
っ
た
。

●

こ
れ
ほ
ど
楽
し
く
、
い

い
講
演
は
初
め
て
で
す
。
私

も
先
生
と
ほ
ぼ
同
年
で
す
。

戦
中
戦
後
の
事
は
よ
く
頭
に

残
っ
て
絶
対
戦
争
は
ダ
メ
で

す
。
政
治
家
は
も
っ
と
戦
争

の
こ
と
を
勉
強
し
て
下
さ
い
。

●

会
場
が
駅
近
が
い
い
で

す
ね
。
社
会
全
般
は
、
戦
争

責
任
な
ど
無
か
っ
た
様
に
な
っ

て
い
ま
す
。
報
道
機
関
も
、

も
っ
と
掘
り
下
げ
て
歴
史
を

伝
え
て
ほ
し
い
。

●

今
回
は
酷
暑
が
収
ま
っ

た
後
だ
っ
た
の
で
良
か
っ
た

し
ト
イ
レ
が
綺
麗
だ
っ
た
。

●

年
金
者
組
合
女
性
部
の

存
在
理
由
が
こ
の
講
演
に
よ
っ

て
「
目
か
ら
ウ
ロ
コ
」
で
し

た
。
国
鉄
マ
ン
の
コ
ー
ラ
ス

は
美
し
い
。
「
力
」
を
も
ら
っ

た
。
歌
う
姿
が
若
者
に
見
え

て
し
ま
い
ま
し
た
。

●

年
金
者
組
合
は
女
性
が

多
く
こ
の
よ
う
な
集
会
に
参

加
し
て
参
考
に
な
る
こ
と
が

有
り
ま
し
た
。
支
部
に
帰
っ

て
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
し

た
。

●

先
生
の
話
に
モ
ヤ
モ

ヤ
し
た
気
持
ち
が
吹
っ
飛

び
ま
し
た
。
今
政
治
が
変

わ
る
非
常
に
複
雑
な
時
代

に
入
っ
た
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。
若
い
頃
を
思
い
出

し
今
出
来
る
事
を
精
一
杯
頑

張
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
「
号

笛
」
の
歌
は
や
っ
ぱ
り
素
晴

ら
し
い
。
胸
打
た
れ
ま
し
た
。

●

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
沖
縄

三
線
・
「
号
笛
」
が
大
変
良

か
っ
た
で
す
。

●

中
田
先
生
の
講
演
は
と

て
も
良
か
っ
た
し
、
や
は
り

学
習
は
大
切
と
聞
い
て
い
て

思
い
ま
し
た
。
近
畿
の
女
性

部
の
活
躍
が
素
晴
ら
し
い
で

す
。

●

大
阪
の
人
材
が
豊
富
で

活
発
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

●

講
演
会
は
い
つ
も
は
長

く
感
じ
る
の
に
今
日
は
も
っ

と
聞
い
て
い
た
か
っ
た
で
す
。

●

他
の
行
事
と
重
な
り
迷

い
ま
し
た
が
、
出
席
し
て
良

か
っ
た
で
す
。
各
地
域
か
ら

代
表
者
が
活
躍
さ
れ
て
い
た

の
で
私
も
学
ば
な
け
れ
ば
。

●

沖
縄
の
エ
イ
サ
ー
も
久

し
ぶ
り
に
見
ま
し
た
し
オ
プ

シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
に
も
参
加

出
来
て
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

●

講
演
の
内
容
、
今
ま
で

知
ら
な
か
っ
た
事
ば
か
り
80

年
ボ
ー
ッ
と
し
て
ま
し
た
が

こ
れ
か
ら
は
し
っ
か
り
と
見

て
行
か
な
け
れ
ば
と
感
じ
た
。

●

楽
し
く
講
演
を
聞
か
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
中

で
戦
後
80
年
が
今
も
続
い
て

い
る
問
題
を
改
め
て
知
ら
せ

て
も
ら
い
大
変
勉
強
に
な
っ

た
。

●

次
回
の
開
催
は
、
11
月

中
旬
が
私
に
は
良
い
で
す
。

10
月
は
、
地
域
で
も
催
し
が

多
い
の
で
。

●

講
演
も
良
か
っ
た
し
各

県
の
発
表
も
皆
さ
ん
解
り
易

く
話
さ
れ
て
又
明
る
く
、
楽

し
く
、
諦
め
ず
繋
が
り
を
信

じ
て
活
動
す
る
こ
と
が
い
か

に
大
切
か
を
改
め
て
気
付
か

さ
れ
ま
し
た
。

●

ど
ん
な
時
代
で
も
女
性

が
立
ち
上
が
り
困
難
に
立
ち

向
か
っ
て
い
る
と
思
い
ま
し

た
。
ま
す
ま
す
女
性
の
集
い

の
発
展
を
期
待
し
ま
す
。
次

回
も
中
田
先
生
の
話
を
聞
き

た
い
で
す
。

(

ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
抜
粋)

２０２５年１１月１５日(土曜日) 年金者しんぶん大阪 第４３１号 （６）
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寝
屋
川
支
部渡

辺

克

毎
年
８
月
に
な
る
と
広

島
、
長
崎
の
原
爆
記
念
日
で

思
い
出
し
ま
す
。
広
島
は
何

回
も
国
道
２
号
線
で
通
過
し

て
い
ま
す
が
、
市
内
の
こ
と

は
何
も
知
り
ま
せ
ん
。

戦
後
の
あ
の
生
活
が
厳
し

い
時
に
、
熊
本
・
長
崎
へ

２
泊
３
日
の
修
学
旅
行
に
行

か
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
思

い
出
し
ま
す
。
同
級
生
全
員

は
参
加
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

両
親
が
無
理
を
し
て
参
加
さ

せ
て
く
れ
ま
し
た
。

修
学
旅
行
で
は
熊
本
の
水

前
寺
公
園
で
楽
し
い
思
い
出

を
満
喫
し
ま
し
た
。
そ
し
て

長
崎
へ
行
き
原
爆
中
心
地
、

松
山
町
の
平
和
公
園
浦
上
天

主
堂
へ
行
く
と
、
レ
ン
ガ
の

瓦
礫
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

ま
た
一
本
足
の
山
王
神
社
の

鳥
居
に
比
べ
て
、
大
浦
天
主

堂
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が
あ

ま
り
に
も
き
ら
び
や
か
で
、

そ
の
違
い
に
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。
そ
の
光
景
が
懐
か
し

い
思
い
出
と
し
て
脳
裏
に
残
っ

て
い
ま
す
。
あ
れ
か
ら
70
年

以
上
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、
世

界
で
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
争
い

が
あ
り
ま
す
。
残
念
で
な
り

ま
せ
ん
。

早
く
戦
争
が
終
わ
っ
て
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
々
が
平
和

な
生
活
を
取
り
戻
し
て
ほ
し

い
で
す
。

（７） ２０２５年１１月１５日（土曜日） 年金者しんぶん大阪 第４３１号

自
転
車
で
、
裏
通
り
の
狭

い
道
を
通
り
過
ぎ
よ
う
と
し

た
時
、
向
こ
う
か
ら
子
ど
も

た
ち
の
自
転
車
が
来
た
の
で

避
け
よ
う
と
待
機
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
子
ど
も
が
バ
ラ
ン

ス
を
崩
し
、
私
に
ぶ
つ
か
り
、

胸
を
強
打
。
息
が

出
来
な
い
ほ
ど
の

痛
み
が
あ
り
、
病

院
で
診
て
も
ら
う

と
、
肋
骨
に
ヒ
ビ

が
判
明
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
通
院
の
日
々
が
続

き
ま
し
た
。
交
通
災
害
共
済

に
加
入
し
て
い
た
の
で
、
共

済
金
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ

共
済
金
が
支
払
わ
れ
、
大
変

助
か
り
ま
し
た
。
「
年
金
者

組
合
と
交
通
災
害
共
済
に
加

入
し
て
い
て
助
か
っ
た
」
と

周
り
の
人
達
に
話
を
し
て
い

ま
す
。
美
原
支
部

Ｔ
・
Ｏ

交
通
災
害
共
済
は
家
族
全

員
の
加
入
が
で
き
ま
す
。

１
口
50
円
か
ら
最
高
10
口

５
０
０
円
ま
で
加
入
が
で
き
、

月
々
５
０
０
円
の
掛
金
で
死

亡
時
１
０
０
０
万
円(

事
故

日
か
ら
１
８
０
日
以
内)

、

入
院
１
日
一
万
五
千
円(

１

８
０
日)

、
実
通
院
１
日
五

千
円(

90
日)

の
保
障
が
あ
り

ま
す
。

共
済
部

「
サ
ー
ク
ル
・
墨
」
を
始

め
て
か
ら
10
年
以
上
過
ぎ
ま

し
た
。
み
な
さ
ん
家
族
の
介

護
や
お
孫
さ
ん
の
誕
生
な
ど

を
経
験
し
な
が
ら
の
教
室
通

い
で
す
。
月
日
を
重
ね
文
字

の
形
が
変
わ
っ
て
い
く
の
を

感
じ
つ
つ
教
室
へ
足
は
向
か
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
社
会

が
ど
う
な
る
の
か
不
安
を
感

じ
な
が
ら
筆
を
持
ち
、
字
を

書
く
時
間
を
作
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

先
生
か
ら
の
一
言
。

「
生
活
の
中
に
習
字
を
取
り

入
れ
る
静
か
な
時
間
、
文
字

へ
の
集
中
力
、
正
し
い
姿
勢

が
大
事
で
す
」

川
辺

ス
エ
子

「書道サークル・墨」

枚方支部

共済だより

交
通
災
害
共
済

で
助
か
る

原
爆
記
念
日
と

と
も
に
想
い
出
す

修
学
旅
行
の
こ
と

大
浦
天
主
堂

思いを寄せ書きにしました 出来上がった私たちの作品です
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【お知らせ】思い出の映画、読書、文芸作品など、みなさんの投稿を待っています。機関紙部

司
法
の
独
立
が
崩
壊
す
る

実
態
を
暴
き
ま
す
。
福
島
第

一
原
発
事
故
の
損
害
賠
償
裁

判
で
は
、
国
の
責
任
な
し
と

い
う
判
決
を

下
し
た
最
高

裁
判
事
も
、

被
告
の
東
電
・

国
側
の
弁
護

士
も
、
大
企

業
を
擁
護
す

る
同
じ
巨
大

法
律
事
務
所

の
関
係
者
で
し
た
。
判
事
と

検
事
の
人
事
交
流
も
司
法
の

独
立
性
を
損
な
い
か
ね
な
い

と
指
摘
。
辺
野
古
新
基
地
建

設
を
め
ぐ
る
裁
判
で
は
最
高

裁
が
国
の
横
暴
を
支
え
ま
し

た
。
国
策
を
問
う
裁
判
で
は

市
民
は
勝
て
な
い
の
で
し
ょ

う
か
。
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
や

生
活
保
護
減
額
の
裁
判
の
よ

う
に
希
望
は
ま
だ
あ
り
ま
す
。

著
者
は
独
立
し
て
判
決
を
出

せ
る
裁
判
官
を
市
民
社
会
が

育
て
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
言
い
ま
す
。

兵
庫
県
立
北
条
高
校
の
生

徒
た
ち
が
姫
路
海
軍
航
空
隊

の
搭
乗
員
な
ど
の
養
成
の
た

め
に
建
設
さ
れ
た
鶉
野
（
う

ず
ら
の
）
飛
行
場
に
つ
い
て

調
べ
、
伝
え
る
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。
戦
争
末
期
に
編

成
さ
れ
た
特
攻
隊
「
白
鷺
隊
」

の
隊
員
と
交
流
の
あ
っ
た
人

や
、
滑
走
路
建
設
に
関
わ
っ

た
人
か
ら
も
聞
き
取
り
、
戦

跡
の
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
も
務
め

ま
す
。
こ
う
し
た
活
動
は
マ

ン
ガ
冊
子
に
も
な
り
、
マ
ス

コ
ミ
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。
プ
レ
ゼ
ン
活
動
は
放

送
部
に
よ
っ
て
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
番
組
に
も
な
り
ま
し

た
。地

域
の
遺
跡
か
ら
戦
争
の

本
質
を
探
究
し
、
平
和
を
創

造
す
る
実
践
で
す
。

『ルポ司法崩壊』

後藤秀典著

2025年５月

地平社

四六判232ページ

本体1800円

国
策
に
従
う
最
高
裁
の
人
脈

『加西・うずらの飛

行場跡 戦争の記憶

を継承する高校生た

ち』稲次寛著／2025

年８月／機関紙出版

センター／A5判84頁

／本体1000円

平
和
創
造
の
実
践

俳

句

美
し
い
と
言
へ
る
自
由
や
終
戦
日

松
原
支
部

松
浦

貴
子

「
す
み
ま
せ
ん
」
つ
い
口
癖
に
秋
の
空

堺
堺
支
部

藤
の

樹
々

秋
暑
し
信
じ
る
こ
と
は
感
謝
な
り

堺
西
支
部

間

静
春

朝
顔
や
戦
後
80
年
九
条
凛
と

都
島
支
部

松
下
ふ
み
代

秋
夕
焼
最
出
発
へ
と
ひ
も
結
ぶ

松
原
支
部

城
戸

克
子

敗
戦
忌
馬
鈴
薯
三
つ
昼
ご
飯

平
野
支
部

植
田

嗣
代

夕
立
を
蹴
飛
ば
す
列
車
水
煙

高
槻
支
部

岩
渕
喜
久
代

日
陰
は
電
柱
だ
け
真
昼
の
バ
ス
停

堺
北
支
部

頼
田

草
女

川

柳

生
活
苦
新
米
出
て
も
買
い
控
え

堺
北
支
部

古
賀

光
政

ア
イ
ス
と
け
数
独
と
け
ぬ
猛
暑
か
な

高
槻
支
部

山
田
美
智
子

政
治
せ
ず
椅
子
と
り
ゲ
ー
ム
自
民
党

堺
堺
支
部

堀
西

和
子

独
裁
に
自
由
の
女
神
う
な
だ
れ
る

平
野
支
部

か
ん
の
ま
こ

核
武
装
議
員
の
無
知
も
極
ま
れ
り

寝
屋
川
支
部

寺
中

信
雄

す
て
な
い
で
み
ん
な
私
の
た
か
ら
も
の

高
石
支
部

遠
藤

蓉
子

ま
だ
上
が
る
物
価
高
騰
打
つ
手
な
し

河
内
長
野
支
部

森
本

万
作

（
文
芸
欄
は
投
稿
や
各
支
部
発
行
の
機
関
紙
に
掲
載
さ
れ

た
作
品
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
選
者
：
織
部
巖
）

短

歌

作
物
の
高
温
障
害
常
態
化
農
家
の
苦
悩
我
ら
の
苦
難

堺
堺
支
部

飛
谷

康
子

ガ
ザ
の
子
に
食
べ
さ
せ
た
し
と
思
い
つ
つ
炊
き
た
て

ご
は
ん
今
宵
も
頂
く

堺
北
支
部

大
西

孝
子

日
々
の
糧
に
迷
い
悩
め
る
独
り
身
の
納
し
税
ぞ
戦
費

に
回
す
な

岸
和
田
支
部

垣
内

輝
子

引
力
に
抗
い
な
が
ら
足
を
あ
げ
ぐ
い
と
踏
ん
張
り
石

段
上
る

寝
屋
川
支
部

長
野

晃

早
速
に
蚊
に
刺
さ
れ
手
に
ワ
ン
プ
ッ
シ
ュ
友
の
作
り

し
ド
ク
ダ
ミ
チ
ン
キ

枚
方
支
部

黒
田

範
子

友
な
る
や
鞄
に
つ
る
す
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ず
ら
り
並
ば

せ
登
校
し
て
い
く

箕
面
支
部

佐
野

映
子

夏
靴
下
二
足
あ
が
な
い
華
麗
な
る
「
国
宝
」
の
夢
う

つ
つ
に
も
ど
る

吹
田
支
部

牧
野

賀
子

冬
さ
れ
ば
雪
に
閉
づ
と
ふ
天
生
峠
の
登
山
口
よ
り
朝

日
霧
ひ
ぬ

高
石
支
部

大
西

博
美


